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洋上風力発電の導入に係る課題等について 

 

【新潟県沖洋上風力発電ポテンシャル調査業務報告書(平成 29 年 3 月)より】 

 

1 洋上風力発電の制約や条件に関する詳細な情報収集のために行ったヒアリング結果 
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２ 新潟県沖における制約・条件に関する主な留意事項 

制約・条件 留意事項 

社 

会 

的 

制 

約 

漁業権 

漁業権漁業区域は、県内沿岸部の全域に渡り分布している。 

当該海域において風力発電事業を実施する際には、関係漁業者との調

整が必要であり、候補海域を検討する早い段階から調整を進める必要

がある。なお、漁業権漁業区域外においても、刺し網漁業、ずわいが

に漁業などの知事許可漁業や農林水産大臣許可漁業が行われている

ので、情報収集することが必要である。 

魚礁 

県内全域に分布している。なお、今回マップ化したものは、水産基盤

整備事業により整備されたもの及び海上保安庁の海底障害物（エリ

ア）に含まれている魚礁データに限られている。掲載したもの以外に、

各漁業協同組合等が独自に設置した魚礁も存在するので、事業検討の

際は周辺漁業協同組合への照会など、情報収集することが必要であ

る。 

港湾区域 
改正港湾法により、港湾の占有期間が実質的に 20 年まで延長される

など、洋上風力導入促進に向けた動きが見られる。 

レーダー（自衛隊 

・在日米軍） 

区域が明示されておらず照会が必要な項目であり、事業計画時の確認

が必要である。 

航空制限区域 
航空制限区域付近にて事業を計画する際は、高さ制限について調整先

に照会し条件を精査することが必要である。 

地

理

的

条

件 

主な定期航路・ 

船舶通行量 

風車設置候補海域が船舶の航行に影響を与える場合、船舶航行安全に

関する関係者との協議が必要である。 

底質 

底質は水底を構成する岩及び堆積物であるため、候補海域を検討する

上で参考になる。ただし既存情報は表層の地質性状のみを示している

場合もあり、地質柱状図が得られないときは、洋上風力発電の基本設

計の段階においてボーリング調査による確認が望ましい。 

落雷 
候補海域における落雷数のデータや、風力発電機の故障や事故事例に

ついてまとめられた NEDO 資料をふまえ、事業計画時に落雷リスクに

ついて検討することが望ましい。 

環

境

的

制

約 

さけ及びますの 

捕獲規制区域 

当該区域自体は風力発電施設等の設置の規制はないものの、河口やそ

の周辺に風力発電施設を設置する場合、当該の河川を遡上するさけ 

及びますなど内水面の魚類への影響について留意することが必要 

海鳥ｺﾛﾆｰﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ、

鳥獣保護区、鳥類 

生息地 

新潟県内にはオオミズナギドリなど重要な鳥類が生息しているため、

鳥類への影響について留意することが必要 

施

工

条

件 

海洋地質 

着床式の設置コストを大きく左右する制約・条件であり、留意が必要

である。海洋地質が公開されているが、沿岸付近については作成がな

されていない。洋上風力発電の基本設計の段階で、ボーリング調査に

よる確認が望ましい。 

海底輸送管・ 

海底ケーブル 

所有者との調整を必要に応じて行う。新潟県国土交通省所管公共用財

産管理条例により使用許可がなされているものについては、新潟県の

各地域振興局地域整備部に照会を行うことで情報が得られることが

ある。 

送電線 
洋上風力発事業を検討する上で、事業予定地周辺の送電線の配置や変

電所の空き容量は、重要な条件であることから、東北電力のホームペ

ージ等で最新の状況を把握することが望ましい。 


